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議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
原
則
と
し
て
所
管
の
常
任
・
特
別
委
員
会
等
で
審
査

を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
第
２
回
臨
時
会
と
第
２
回
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
等
の
審
査
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

小学校図書館の視察（白山市） 

　
５
月
16
日
〜
17
日
に
駅
周
辺

再
開
発
等
特
別
委
員
会
が
、
６

月
27
日
〜
28
日
に
文
教
厚
生
委

員
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
先
進
団
体

等
の
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

視
察
先
、
視
察
目
的
等
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。 

 

兵
庫
県
三
田
市
（
５
月
16
日
）

・
駅
周
辺
の
再
開
発
等
に
つ
い

て 

大
阪
府
河
内
長
野
市
（
５
月
17

日
）

・
駅
周
辺
の
再
開
発
等
に
つ
い

て 
 

石
川
県
白
山
市
（
６
月
27
日
）

・
学
校
図
書
館
司
書
に
つ
い
て 

富
山
県
富
山
市
（
６
月
28
日
）

・
市
民
の
健
康
推
進
に
つ
い
て 

（
保
健
セ
ン
タ
ー
視
察
と
パ
ワ

ー
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
） 

委
員
会
の
行
政
視
察 

常
任 

特
別 

市民公園グラウンド（向台町5丁目） 

市民会館（田無町4丁目） 

第
２
回
臨
時
会 

 

第
２
回
定
例
会 

 

「
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
」

【
説
明
】
今
回
の
組
織
改
正
は
、 

①
「
簡
素
で
わ
か
り
や
す
く
、

か
つ
、
大
く
く
り
の
組
織
」 

②
「
政
策
本
位
の
ま
と
ま
り
を

重
視
し
、
各
種
施
策
や
課
題
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
組
織
」 

③
「
経
営
資
源
を
適
切
、
か
つ
、

効
果
的
に
活
用
す
る
組
織
」 

④
「
法
改
正
に
対
応
し
た
組
織
」

と
い
う
４
つ
の
基
本
方
針
の
も

と
、
組
織
機
構
を
改
め
る
も
の
。 

　
現
行
９
部
体
制
を
、
７
部
１

室
体
制
に
し
、
税
務
部
、
市
民

生
活
部
、
環
境
防
災
部
、
都
市

整
備
部
に
属
す
る
課
の
配
置
が

え
を
中
心
と
し
て
再
編
を
行
う
。

ま
た
、
新
た
に
部
と
同
格
の
安

全
安
心
対
策
室
を
置
く
。 

【
主
な
質
疑
】

問
　
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
組

織
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、

名
称
を
変
え
た
こ
と
で
わ
か
り

や
す
く
な
っ
た
か
、
疑
問
だ
。

答
　
「
都
市
づ
く
り
部
」
は
、

都
市
整
備
や
ま
ち
づ
く
り
の
観

点
か
ら
「
都
市
づ
く
り
」
に
シ

フ
ト
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。 

　
「
子
ど
も
家
庭
部
」
は
、
児

童
青
少
年
の
健
全
育
成
に
、
母

子
の
自
立
支
援
と
母
子
保
健
事

業
を
加
え
た
。 

　
「
安
全
安
心
対
策
室
」
は
、

危
機
管
理
を
軸
に
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
考
え
た
。 

【
結
果
】
「
安
全
安
心
対
策
室
」

を
「
危
機
管
理
室
」
に
、
「
子

ど
も
家
庭
部
」
を
「
子
育
て
支

援
部
」
に
、
「
都
市
づ
く
り
部
」

を
「
都
市
整
備
部
」
に
、
そ
れ

ぞ
れ
名
称
を
修
正
し
、
賛
成
全

員
で
修
正
可
決
（
本
会
議
で
は

賛
成
多
数
で
修
正
可
決
） 

  

「
市
民
会
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
使
用
料
等
審
議
会
の

答
申
に
基
づ
き
使
用
料
を
改
定

す
る
ほ
か
、
引
き
続
き
利
用
で

き
る
日
数
を
３
日
以
内
か
ら
５

日
以
内
に
改
め
、
利
用
日
区
分

を
、「
平
日
」「
土
曜
日
・
休
日
」

の
２
区
分
と
す
る
等
規
定
を
整

備
す
る
も
の
。 

　
改
正
後
の
使
用
料
の
単
価
は
、

平
均
1.4
倍
程
度
の
増
額
と
な
る
。 

使
用
料
は
、
改
正
前
は
「
午
前

（
９
時
〜
12
時
）」「
午
後（
13
時

〜
17
時
）」「
夜
間（
18
時
〜
22
時
）」

「
全
日（
９
時
〜
22
時
）」
と
区
分

さ
れ
、
全
日
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
は
若
干
の
割
引
が
あ
っ
た

が
、
改
正
後
は
全
日
利
用
の
場

合
は
「
午
前
」「
午
後
」「
夜
間
」

の
使
用
料
合
計
額
と
し
た
。 

【
主
な
質
疑
】
　

問
　
一
般
的
に
は
全
日
借
り
た

方
が
使
用
料
は
安
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。 

答
　
区
分
と
区
分
の
間
の
時
間

が
1
時
間
ず
つ
あ
り
、
そ
の
分

が
割
引
と
な
っ
て
い
る
。 

問
　
値
上
げ
に
よ
る
影
響
額
は

ど
れ
く
ら
い
か
。 

答
　
平
成
17
年
度
の
決
算
額
と

比
較
し
て
437
万
円
使
用
料
の
増

収
が
見
込
ま
れ
る
。 

問
　
審
議
会
に
使
用
料
改
定
の

諮
問
を
行
っ
た
理
由
は
何
か
。 

答
　
総
合
計
画
や
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
実
現
の
た
め
に
は
財
源
が

必
要
で
、地
域
経
営
戦
略
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
行
財
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
使
用
料
手
数
料

の
見
直
し
は
そ
の
１
つ
で
あ
る
。 

問
　
補
修
費
用
の
捻
出
等
も
考

え
て
の
諮
問
だ
っ
た
の
か
。 

答
　
築
38
年
と
年
数
が
古
く
、

毎
年
の
よ
う
に
補
修
工
事
を
行

っ
て
お
り
、
補
修
の
こ
と
も
含

め
て
の
改
定
で
あ
る
。 

【
結
果
】
全
日
使
用
料
に
つ
い

て
、
現
行
の
割
引
率
を
適
用
し

た
使
用
料
に
修
正
し
、
賛
成
全

員
で
修
正
可
決 

  

「
市
立
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
東
京
都
の
公
園
占
用

料
等
の
改
定
に
伴
い
市
立
公
園

の
占
用
料
等
の
額
を
改
め
る
ほ

か
、
使
用
料
等
審
議
会
の
答
申

を
踏
ま
え
、
田
無
市
民
公
園
内

の
市
民
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
３

時
間
当
た
り
１
千
800
円
の
有
料

施
設
と
し
て
定
め
る
。 

【
主
な
質
疑
】

問
　
市
民
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

使
用
料
は
、
現
在
有
料
の
ひ
ば

り
が
丘
運
動
場
を
基
準
に
算
出

し
た
の
か
。 

答
　
原
価
計
算
の
上
、
ひ
ば
り

が
丘
運
動
場
の
料
金
と
、
近
隣

市
の
施
設
の
料
金
に
も
考
慮
し

た
。
現
行
の
有
料
施
設
の
1.5
倍

を
上
限
に
す
る
と
い
う
一
定
の

ル
ー
ル
が
あ
る
。
有
料
化
に
当

た
っ
て
は
利
用
者
の
負
担
が
で

き
る
だ
け
少
な
く
な
る
よ
う
に

配
慮
し
た
。 

問
　
有
料
化
に
な
っ
た
場
合
、

減
免
が
あ
る
か
。 

答
　
市
や
教
育
委
員
会
の
利
用

は
免
除
。
社
会
教
育
関
係
団
体

の
利
用
は
、
市
民
を
対
象
と
し

て
実
施
す
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

球
技
大
会
は
免
除
、
通
常
の
活

動
に
つ
い
て
は
２
分
の
１
を
減

額
す
る
。 

【
結
果
】
施
行
期
日
を
修
正
し
、

賛
成
全
員
で
修
正
可
決 

    

「
市
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

「
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」 

【
説
明
】
市
長
、
副
市
長
、
常

勤
の
監
査
委
員
及
び
教
育
長
の

給
料
は
、
現
在
、
特
例
措
置
と

し
て
市
長
は
10
％
、
副
市
長
は

７
％
、
常
勤
の
監
査
委
員
は
３

％
、
教
育
長
は
５
％
そ
れ
ぞ
れ

減
額
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
平

成
19
年
４
月
か
ら
平
成
20
年
３

月
ま
で
の
１
年
間
、
さ
ら
に
延

長
す
る
も
の
。 

【
主
な
質
疑
】

問
　
こ
の
条
例
は
、
行
革
で
出

し
て
き
た
と
は
理
解
し
て
い
な

い
。
市
長
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

だ
と
思
っ
て
い
る
。 

答
　
本
議
案
は
、
３
月
議
会
で

各
種
使
用
料
等
引
き
上
げ
の
条

例
を
提
出
す
る
に
当
た
っ
て
、

市
民
ば
か
り
で
な
く
、
「
市
長

み
ず
か
ら
も
」
と
い
う
決
意
の

あ
ら
わ
れ
だ
と
、
市
長
か
ら
は

伺
っ
て
い
る
。 

【
結
果
】
賛
成
少
数
で
否
決 

「
西
東
京
市
議
会
議
員
及
び
西

東
京
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
公
職
選
挙
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
条
例
改
正
を
行
う

も
の
で
、
市
長
の
選
挙
に
お
い

て
、
候
補
者
が
選
挙
運
動
の
た

め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

ビ
ラ
に
つ
い
て
、
作
成
枚
数
１

万
６
千
枚
以
内
、
２
種
類
以
内

で
、
１
枚
当
た
り
７
円
30
銭
を

支
給
す
る
。 

問
　
市
議
会
議
員
は
関
係
な
い

の
か
。 

答
　
今
の
と
こ
ろ
、
市
長
選
挙

だ
け
で
あ
る
。 

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決 

「
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

「
保
健
福
祉
審
議
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」

「
予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委

員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」

「
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

「
子
ど
も
福
祉
審
議
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

「
市
立
学
校
給
食
運
営
審
議
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

「
文
化
財
保
護
審
議
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
組
織
改
正
に
伴
う
部

課
の
名
称
変
更
。 

【
結
果
】
い
ず
れ
も
賛
成
全
員

で
可
決 

  

「
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
」

（
21
件
）

【
説
明
】
都
市
計
画
法
に
基
づ

く
開
発
行
為
に
よ
り
設
置
さ
れ

寄
附
さ
れ
た
道
路
の
認
定
を
行

う
も
の
。 

【
主
な
質
疑
】

問
　
今
回
の
開
発
行
為
に
よ
る

市
道
の
維
持
管
理
、
将
来
の
財

政
負
担
に
つ
い
て
。 

答
　
今
回
の
道
路
は
開
発
行
為

で
き
ち
ん
と
整
備
さ
れ
て
い
る

が
、
雨
水
ま
す
の
清
掃
な
ど
は

発
生
す
る
。
ま
た
今
後
劣
化
し

て
き
た
場
合
、
補
修
費
が
か
か

る
と
考
え
る
。 

問
　
開
発
地
域
内
の
道
路
の
植

樹
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
。 

答
　
道
路
内
緑
地
の
管
理
に
関

す
る
協
定
を
開
発
事
業
者
と
結

ん
で
い
る
。
緑
地
に
つ
い
て
は
、

市
で
は
管
理
で
き
な
い
の
で
自

主
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。 

【
結
果
】
い
ず
れ
も
賛
成
全
員

で
可
決 

  

「
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
」

【
説
明
】
保
谷
駅
南
口
地
区
市

街
地
再
開
発
事
業
区
域
内
に
お

い
て
、
不
法
に
占
有
す
る
者
に

対
し
て
土
地
の
明
け
渡
し
を
求

め
て
提
訴
す
る
も
の
。 

【
主
な
質
疑
】

問
　
こ
れ
が
否
決
さ
れ
た
と
き

は
ど
う
な
る
の
か
。 

答
　
権
利
者
と
の
契
約
が
済
ん

で
お
り
、
補
償
金
の
支
払
い
も

済
ん
で
い
る
が
、
不
法
な
占
拠

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
施
行
者

と
し
て
こ
の
状
況
を
容
認
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
訴
え
を

起
こ
す
も
の
で
あ
り
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。 

問
　
本
件
が
議
決
さ
れ
た
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
提
訴
し
た

場
合
の
結
審
ま
で
の
見
通
し
を

把
握
し
た
い
。 

答
　
裁
判
の
日
程
等
に
つ
い
て

は
、
提
訴
後
に
裁
判
所
に
お
い

て
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の

で
、
現
段
階
で
は
未
定
で
あ
る
。 

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決 


